
 

 

 

 

 

 

平成 19年 8月 4日 ミニナイトウオーク「松戸の花火を見る」を実施して 

『閘門橋（こうもんばし）』の話 
                                          リーダー  石原 洋二 

きっかけは１枚の写真、たまたま見かけた小冊子に掲載されていた写真だった。 

『時代をこえ、いまを支える―閘門橋―・明治 43 年(1910 年)に建設されたレンガ造りのアーチ橋・中川から

大場川への逆流水を防ぐために造られた閘門・東京都葛飾区』。 そして、なによりも惹かれたのは、堰柱の

上にあるブロンズ像。 

閘門橋は、風化と老朽化が進んでいたため、平成２年(1990 年)に大掛かりな整備工事が実施された。現在、

閘門橋のアーチは、上流側に４連、下流側に６連あるが、建設当初は、上流側３連、下流側は５連であった。

これは大場川が改修され、川幅が広がったのに伴い、後に右岸側に増築されていた小橋を、整備工事の際に一

連のアーチ橋のように整備したためである。このブロンズ像も整備工事の際、新たに設置されたもので、設置

されている場所は、かつて「角落し」の作業が行われていた場所であり、この「角落し」を行っている男たち

の様子を示している。 

閘門橋とは近年になってから付けられた名称。正式名は「弐郷半領猿又閘門」。古利根川(現・中川)と小合

川(現・大場川、小合溜井)の流れを調整する水門として建設された。閘門とは、そもそも舟運や洪水防止のた

めに、川の水位や流量を調節する水門のことをさす。そして、堰柱は、閘門の水量を調節するための「角落し」

と呼ぶ板を差すもので、機械設備がなかった時代、閘門の開閉には尽力に頼らざるを得なかった。(小冊子お

よびインターネットからの引用による) 

今回、ミニナイトウオークを初めて担当し、こ

れまでのコースを改めて検討してみた。従来のコ

ースは、出発駅は松戸駅或は金町駅、歩くところ

は野菊の墓文学碑、柴又帝釈天、しばられ地蔵、

水元公園。これを何とか変えてみたいと考え、こ

れまでの北総歩では歩いていないだろうと思わ

れるコースとして、今回の亀有駅発、中川・大場

川・水元公園外周コースを選んでみた。 

４月に一人で下見をした時は、桜が満開であった。川風に吹かれてのウオークは快適であった。閘門橋のブ

ロンズ像も、写真で見た通りの感動を与えてくれた。これはいいぞと自画自賛。しかし、6 月の平日ウオーク

「水元のあやめを見る」で水元公園のかわせみの里に行くとの話にはどきっとした。8 月のミニナイトウオー

クまで閘門橋を人目に触れさせてはならない。知っている人はともかく、初めての人には、なんとか自分の受

けた感動をそのまま伝えたい。そんな思いだった。 

午後３時半集合、当日は暑かったにもかかわらず１２１名もの方の参加を頂いた。上葛飾橋で IVV と完歩

証をお渡しし、花火組と帰宅組とに分け、無事何事もなく終了した。トイレの時間の関係から、若干スピード

を上げざるを得なかった点については、ここにお詫び申し上げたい。（例会担当：河野千代子・菊池 靖） 
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１． やあ ! お早よう  明るい挨拶  さわやかに 
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現役時代に駅までの通勤に利用した、人と自転車しか通れない狭い近道があります。そ

こは東武鉄道の線路用地で、高さ1～2ｍほどの土手になっております。土手は心無い人が

ジュースの空缶や、たばこの空箱など捨てられる事が多い場所です。この道を私はもうほと

んど利用しませんが、昨年と一昨年,2年かけて彼岸花の球根を植えました。球根は日頃,歩きの途中で畑の土手に大

量に密生しているのを見つけて、畑の持ち主に断って大きなバケツに２杯掘らせて貰ったものです。 

今年はそれに花が咲いて、皆さんから｢和田さんが植えた彼岸花が咲きましたよ｣と喜ばれました。その花も終わり、

これからは根元から葉が出て、寒い冬の間に球根を大きく育てる

時期に入ります。その球根を栄養として来年彼岸になると、にゅ

ーっと茎が出て花が咲くのです。花が終わった今頃は球根が一

番やせ細っているのです。 

不思議な事に、彼岸花の葉っぱは春になると枯れてしまい、夏

の間、球根は地下で眠っております。この不思議な葉っぱに太陽

光が良く当って球根を大きくしてくれるようにと、葉の出る直前の

昨日、今日と鎌を持って草刈をしまた。草刈をしていると花盛りの

頃、娘から「お父さん,彼岸花をスケッチしているおばさんがいた

よ」と教えられたご婦人に声を掛けられました。今日はススキの

穂のスケッチに来たのだそうです。 （H16.09記） 

 

 

 

地球一周 4 万キロを目指して    

さる 6/23～24 にＪＷＡ通常総会が開催され多数の

方々が表彰されました。北総歩こう会の関係者は以

下のとおりです（敬称略） 

✿第 6 回日本ウオーキング協会賞（金子智一賞）・・・黒河内 尚 

✿地球一周 4万キロ達成ウオーカー・・・菊池 靖・今井誠一 

✿オールジャパン 47都道府県完歩者・・・市川 操・菊池 靖・筒井寿一・柳田秀雄 

     

   

 

この行事に参加する場合、事前の申し込み(連絡)等の必要はありません。「ふぁみりーウォーク」の集合時間は 

毎回 9：00です。参加費(100 円) 集合時間が出発時間ともなりますので、遅れない様にご注意ください。 

 

☆ 10月 20日(土) 取手の寺社巡り  約 9km      （担当：小林直之）  

 集合：JR常磐線取手駅西口（とうきゅうのある改札口）          解散:取手駅東口（長禅寺のある改札口） 

 

☆ 11月 17日(土) 紅葉の柏の葉を訪ねて 約 9km      （担当：中山祐子） 

集合：常磐線柏駅柏そごう前                解散：千葉県立柏の葉公園 

１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ 

 2.   信号で、あわてず  あせらず   待つ余裕 

北総歩こう会のモットー  明るく･楽しく･和やかに  略号…明

楽和 

（２） 



 

  
☆ 10月平日ウォーク 手賀沼を望む自然と歴史の道  14km       （ﾘー-ﾀﾞー 川越 久子） 

日 時／10月 3日（水） 9：00 団体歩行 平日ポイントカード及び「歩きたくなる道 500 選」千葉県①の押印あり 

集 合／JR常磐線北柏駅南口徒歩２分 北柏第一公園  

参加費／会員 100 円・県内歩会々員 200 円・他県協会々員&一般参加 300 円 

解 散／１４:００頃 JR常磐線天王台駅近くの天王台西公園 

コース／北柏第一公園～柏ふるさと公園～北千葉導水 BC（ｗｃ）～大井の晩鐘～車の前五輪塔～妙照寺（ｗ

ｃ）～しょうなん道の駅（昼食・ｗｃ）～手賀大橋 ～滝下広場（ｗｃ）～天王台西公園 

○みどころ／手賀沼と旧沼南、大井地区の史跡を訪ね歩く。椎や杉の古木にも会える。手賀沼では白鳥さ

んが迎えてくれるかも。何時来てもこころ癒される風景がある。 

 

☆ 10月例会 柏の葉公園と利根運河を結んで  16km      （ﾘー-ﾀﾞー市川 操） 

日 時／10月 13日（土） 9：00 団体歩行   「歩きたくなる道 500 選」千葉県⑨の押印あり 

集 合／JR常磐線柏駅西口徒歩 8分 柏西口第一公園  

参加費／500円（参加者全員一律） 

解 散／運河水辺公園 15:00頃 最寄り駅：東武野田線運河駅 

コース／西口第一公園～高田近隣公園（ｗｃ）～大堀川～諏訪神社（ｗｃ）～成顕寺～柏の葉公園（昼食・ｗｃ）～円

福寺（ｗｃ）～妙見神社～利根運河～東深井古墳公園（ｗｃ）～利根運河水辺公園 

○ みどころ／全体的に閑静な道を歩く。諏訪神社は今でも神々しい。柏の葉公園では日本庭園とバラ園

を見る。今に残る野馬土手を見ながら閑静な樹林帯を抜け、円福寺を過ぎると利根運河は直ぐ。古墳

公園で一息入れて運河水辺公園に。昔日を偲んで歩く。あらかじめ弁当・飲み物等はご用意願います。 

 

☆ １１月平日ウォーク 三ツ堀里山自然園と野田の史跡巡り   17km ・19ｋｍ      （ﾘー-ﾀﾞー 堀口 武） 

日 時／１１月７日（水） 900 団体歩行 平日ポイントカード及び「歩きたくなる道 500 選」千葉県⑨の押印あり 

 集 合／東武野田線運河駅 

参加費／会員 100 円・県内歩会々員 200 円・他県協会々員&一般参加 300 円 

解 散／15:00 頃 東武野田線:17km コース愛宕駅・19km コース野田市駅 

コース／ 運河水辺公園～普門寺～梅郷 11 号公園（ＷＣ）～三ツ堀里山自然園～スポーツ公園（昼食・ＷＣ）

～東部公民館（ＷＣ）～愛宕神社（一次解散）～市民会館～ものしり醤油館～野田市駅 

○ みどころ／園内に生息する様々な動植物を観察出来る三ツ堀里山自然園と利根川河川敷のスポーツ公園

で自然を楽しみ、その後は醤油産業と共に発展してきた野田の市街地で史跡を見て歩きます。 

  

☆ 11月例会 神明・六木遊歩道  １７km     （ﾘー-ﾀﾞー河野千代子） 

日 時／１１月１８日（日） ９:0０  団体歩行     

集 合／ＪＲ千代田線綾瀬駅北口（亀有駅方面寄り）徒歩 2 分 東綾瀬公園 

参加費／CWA 無料・県外歩会員&一般参加 300 円 

解 散／14:30 頃 浅間神社 最寄り駅：東武伊勢崎線谷塚駅 5 分 

コース／東綾瀬公園～しょうぶ沼公園～大谷田公園～東淵江庭園（郷土博物館内）～葛西用水～佐野いこ

いの森～中川沿い～垳川沿い神明・六木遊歩道（泉の広場で昼食）綾瀬川渡る～花畑の大鷲神社

～草加市側の毛長川の遊歩道～浅間神社～谷塚駅 

○ みどころ／しょうぶ公園は 5･6 月、大谷田公園は梅園をご案内。いこいの森の雑木林と神明・六木遊

歩道 2,5ｋｍの道は木々に囲まれ、散策の穴場。今回は川と用水、県境･区境に出合う。 

    3.   ひろがるな、   参加者だけの道じゃない 
（３） 

４.  自分のゴミ,  自分の責任  もち帰り 

 



  

当歩こう会は、松戸・柏･我孫子・流山・野田そして白井の 6地域 

を活動エリアにしています。友達を作って楽しく歩けば、健康は 

後から付いて来ます。多くの仲間がお待ちしておりますよ！ 

年会費：\5.000 (月刊誌レッツウオーク宅配代\2.000 を含む) 

     別に初回は入会金\1.300 必要です 

連絡先：〒２７７－０８４１ 柏市あけぼの２－９－２０ Ｂ９０２ 

北総歩こう会事務局 電話＆Ｆａｘ ０４－７１４５－１６２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

念願のオールジャパンウオーキングカップ卒業 
我孫子市会員 菊池 靖  

去る 2007年 5月「第 2回堺国際ツーデーマーチ」 2日

間を完歩、やっと 47 都道府県ラスト大阪の印を頂いた。

2000年スターと以来 7年目、385番目の達成者だとのこと。

何も珍しい事ではないが、長年の目標が達成されてウオー

クに一区切りがついた。これまでに大変な労力・時間・資金を要したが、健康

に恵まれてウオークに参加出来る条件が揃っていたことは幸せの至りであっ

た。ホット一段落したら気が抜けてしまった。 

 オールジャパンウオーキングカップ（ＡＪＷＣ）押印の

最初は千葉県、2000 年 2 月南房総フラワーマーチか

ら始まり、その年内に 10県を達成した。2002 年 10月

までに 24 県達成、このピッチでいけば全都道府県達

成も間近いと思われた。後半に入り、未達成県が少な

くなると日程が立て難くなり、そのうえ大会全日数の完

歩が条件と厳しくなった。年間の達成県数のピッチが

落ちて３県しか出来ない年もあった。 

 今やウオークの関心は「美しい日本の歩きたくなる

みち500選」やブロック別のマーチングリーグに移り、ＡＪＷＣへの関心は峠を越えつつあるように

見受けられる。今回の大会での達成者は私一人であったにもかかわらず、私のために急ごしら

えの表彰式をやって頂いた。大会 2 日目の昼下がり、炎天下の演台に上がり、大会会長から記

念品を頂いた。司会者から質問を受けたり、写真を撮られたり、演台の下には一人もいないので

寂しい限りであったが、マイクの音声が流れていたので会場を取り囲むテントからびっくりするよ

うな盛大な拍手を受ける事ができた。

写真は送られてこないが、立派な表彰

式をやって頂いた事に感謝し満足して

いる。 

 次の目標は関東甲信越マーチングリ

ーグ（ＫＫＭＬ）を考えている。何時まで

歩けるか分からないが、健康で体力が

続き、出掛けられる限り楽しくのんびり

歩き続ける積りである。 

 （2007.7.21 歩遊人受付） 

 

 

【編集後記】7･8 月は平日ウオークが無いのでそのぶん、会報を会員にお渡しする機会が半減した。9 月以

降の行事予定が会員の皆さんにわからなくなる恐れがあるとの役員会の決議で、試行的に欠席 92 名の会員に

「ほゆう」を郵送した。将来は継続的に実施したいとの役員会の意向もあるので、会員皆さんの反応をお聞か

せ頂きたい。8 月は当初から少雨で猛暑が続き、夏は大好き人間の小生も「もう太陽のギラギラは沢山だ」と

ねを上げている。立秋を過ぎ庭の隅ではいつの間にかコウロギが鳴いていた。もうすぐ秋だ。 ―歩遊人― 

編集担当  和田 武年  〒270-0121 流山市西初石 6-187-43  Tel・Fax 04-7154-0170   

（４） 

5.  歩かせて  いただく土地に  感謝して 

 


